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	第5章では、ジヨードアルシンの生成を用いた新たな炭素‐ヒ素結合の形成手法を用いて、ジチエノアルソールを合成した。またジチエノアルソールのクロスカップリングによる誘導体の合成及びコポリマー化を行った。得られたジチエノアルソール誘導体は溶液状態でも固体状態でも発光を示した。クロスカップリングにより機能化されたジチエノアルソールはポリマーバインダー中で均一に分散され、発光性の膜が得られた。またコポリマー化することで発光性の塗膜が得られることを見出した。

